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The purpose of this study is to c1arify the indiviclual ancl age clifferences within aclolescents in 
te口11Sof theu intentions towarc1s self時change，incluc1ing the relation with self】confidencetowarc1s 
future careers. A questionnaire survey was administered to 1，423 junioトhigh，high-school， and 
college students. For areas associated with change intentions， indices for achievement/cognition and 
inter凋personalharmony were high among juniolデhighstudents， motivation/self-control was high among 
high scho01 students， and practice management， mentality， ancl individualism were high amoηg coJJege 
students. Moreover， the particjpants were classifiecl into four groups basecl on their responses: no 
intentions (Group A)， having abstract self-change intentions (Group B)， having intentions to change 
from their actual selves (Group C)， anc1 having intentions to change into their ideal selves (Group D). 
Groups A and B were more representative of junior-high school stuc1ents， while Groups C and D were 
l1l0re representative of col1ege students. Additionally， the results inclicate that self-image and plaηs 
for change into an ideal self equally influence selfωconfidence towards future careers among the three 
ec1ucational levels. 
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Crystal， Kato， 0lson， & Wataηabe， 1995 ; Kiecolt & 
Mabry， 2000 ;水IW，2003; EII:I:J， 2011)。例えば，
においては 9剖近くが 自己変容に対して肯
定的態度を持っていることがl拐らかにされている
(聞にド， 2011)。千島 (2014)は このような主体的
1 )本論文の一部は， I:!本教育心主1学会第571日総会にて発
表されている。





印刷 l中)。第 1 に，現実 1~1 己に着目した検討
である o 3)i!実自己の変容を志向することは，自
情を維持するための動機づけとして機能すること
(1ayloζNeter， & Wayment， 1995)， I~! 1ft!感情と負の
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という自己不一致理論を提1品し，これまで多くの研



























研究ではE 想起される I~I 己概念について，青年~lJJ 内
における年齢的な道具を取り」ニげる口青年期におけ
る， '~I 己概念の発達は ， I~ くか ら研究が行われ， :q 
i~t~が上がるほと\多百i(1<]・抽象的・内田1i'0な自己概
念が表IJ:¥されやすいことがうJIられている (Damon
& Hart， 1982 ;岩1fR.根日:1l 1991: Montemayor & 






とカ斗主認されているC1anti，Stukas， Halloran， & 








る。また，高坂 (2008) は z 理想、 I~l 己の領域と して，
中学生で知的能力(例 :頭の良い)，高校生で対‘人





うな研究結栄を附まえ ると 2 青年~JJ j において，変容
を志向する自己概念は，知的・社会(I'Jな，gr己の領域








る(溝上， 1999) 。現実 I~I 己や理想自己を尋ねる方
法には，研究者1!Jが項 目を設定する法則定立的
(nomothetic)方法と回答者がIgrlJうに1J!l.j包する個性







j羽抽1山出:1品bされる|巳白5当!己概念に|日関;主羽{リjして' その内容 3 J主体性，
さらには悲1j包可IEであるかどうかという点につい
て2 これ まであまり 向fWにされてこなか ったo











は ru~ らないことが予測される。このことは， 1:1学生
は高校生や大学生と比べて内省頻度が低い(高坂，
2009)こととも!共J:連しているであろう。
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自己変容に対する志向性と進路意識





Devenis， & Kjdney， 1989; WalJace-Broscious， 

















示し， Luyckx & Robitschek (2014) や Anthis& 
LaVoie (2006) と同様の結果を待ている。進路意識
に関しでも，五JH!:l， I~1 己をイメージすることで3 人生
に!期するキャワア探索や職業選択の意欲を促すこと
が i可能となり (Shepard& Marshall， 1999; Yowell， 
2000) ，計百十l生はキャリア探索や職業へのコミット
メントをf足進することが明らかにされている
(Iミobitschek& Cook， 1999; Weigold， Porfeli， & 



















不明 3~1 ;平均年齢16.32j夜，SD =0.97)， 関東地方
の 2 校の I~I立大学， 2校の私立大学に在籍している
1-4il三次の大学生393:t1 (男性187宕1，女性204宅1，





























たf後去の姿を想想、f像象することを意意~1例昧封味ミする “イメ一ジ ， 
変えるための討計A酪カがzあることを3金意主i:1味床する
を1 現実自己と理想自己のそれぞれで、尋ねたo I白三当!己
1概j慌先念?領1誤~:i域或の i回豆百i 答の|際探に;はまι 変えたいと)忠思E巴、つていな
い
のチエツク{榔1~:間i持1 を設けた白 'là巴làl、ミh泊加a剖n山1抗叫ti et al. (2008) は中学






















次に 7 学校段階~iJに，各尺度の α係数を算出した口
中学生，高校生，大学生の)111~に，現実自己の変容志
向性で .86，.88， .80，理想、 I~l 己への変容志向性
で .87，92， 86，進路課題への l~l 信で .94 ， .94， .92 
であり 3 一定の内的娃合性カ司法認された。そのため 2






























~!jf;}1l1 に今の自分を“一一一 I~I 分"に変えなくてもいいと思う o R 




















という I{nox，Funk， Elliott， & Bush (2000) や





















IP'J械の調査を行てコた Crystal，et a1. (1995) でi:Jl出
されている 7領域を使用した。"‘動概機:づけ.I由ヨ己1!如制i担j討訓iり! 
詩街御IJ (げ皆例o: やる気のなしい，)H ， “社社:交↑性2生:.(仰哲例iト:人見i女如知e十刊i日|り
な)
人i的:1杓灼守旬司郁調L号問料]珂坪開ヰ手荊和'1打|日J(作伊例1卜:I自主分j勝捗手な) "， •• j遥主j成:武文 . 女知舛j:口1はi撒故 (i例伊手列リ : 
勉:百強j虫iがでで、きなしい1サ)
しいミ寸)" ， ・-外見(例:太っている)"の 7領j或である。
協議の結果， 7領域には該当しないが，記述数が多
かった精神的な脆羽'I~I=. を表す内容を， "~q杓(例





























20 47 25 35 4 5 251 
7.97 18，73 9.96 J3.94 1.59 1.99 100.00 
;一二3.26 リー 346 -0.93 I 3.85 I:ーゴ~.32 127 一一
60 41 42 37 15 5 '12J 
14.25 9.74 9.98 8.79 3.56 1.19 100.00 
0.09 2.27-1.36 0.59 -0.73 -0.1 0 
58 34 46 8 21 2 
19.08 11.l8 15.J3 2.63 6.91 0.66 
119 1 2.98 -0剖 i233i-4.26 !I 2.98I -1.09 
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345 126 令市 η 




















た (χ~=53.05 ， df=6， Pく.001，V = .14)。詳細を
rlable 5に示す。残法分析の結果3 中学生において




























は， 4， 'ì l~手間で人数の偏りが大きく， Ilfjじモデルに
よってパス!拝析を行ったとしても 2 関連の有意:tが




















A yi:f B 1i:' C1洋 D 1i:，( 合計
n 31 114 26 229 400 
i千叶~さt % 7.75 28.50 6.50 57.25 100.00 
Adj 2.13 11 4.56 I 0.01 -4.99 
_.，‘ー"ー .ー..ー.'曹
n 22 128 29 397 576 
高校生 % 3.82 22.22 5.03 68.92 100.00 
Adi : -2.55 1.16 -1.87 1.24 
ー包帯~---ーーー戸..
n 24 39 33 283 379 
大学生 % 6.33 10.29 8.71 74.67 100.00 
Adj 0.64 -5.91 j 1 2.06 11 
n 77 281 88 909 1355 
ぷiコ〉、さ1ま1ー1 
% 5.68 20.74 6.49 67.08 100.00 
部主主?斉み残五三が1.96以上のセルを突出iでl羽い. 1.96未満のセル
を点、線で!五|んだ。
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では“動機づけ-自己制。1)"の割合，大学生では“生
活Jこの管理" と ・・精神性" と "1百日!日当"の割合が多
かった。これらは概ね，1i藤 (1994)，i¥宅坂 (2008)， 
石原-柳本 (1997)などの先行J研究と同械の結果で
あり，変容を志向する自己概念は，知的・社会的な


























Ffi在 2 Fイ直 IJ Fイ直 η 
Am: 3.41 (1.01) 3.33 (0.7) 3.02 (1.01) 4-.24本 .OJ 5.05ネネ .01 0.81 。
進路訪日m B~咋 3.07 (0.86) 2.96 (0.87) 2.75 (0.75) df= 2， 1305 df= 3， 1305 df= 6， 1305 
への自信 C1洋 2.76 (0.89) 2.87 (0.78) 2.81 (0.65) 大くrj:1 B， CくA
D ~i:下 3.25 (0.82) 3.01 (0.81) 2.88 (0.79) 
注)正効果の多重比較 (Bonferroni法， 5 %水準)のえj!í* を • F1自の下設に示した。リく.05，* *ρく.01
.22/.24/.25 
Figure 1. D 1洋における多句集団|司1寺分析の結果(強制定不変モデル)。







χー df CFI RMSEA 
配tj量不変モデル 2.97 n.s 3 1.00 .0 
出iJlJ定不変モデル 6.64η.S. 7 1.00 .00 





































J]1l想 I~I 己を想j起した D1l:のみを取り上げて，学
校段階ごとに関連を比較した結果、伺ーの変数1M]の
関連が示された。すなわち E イメージと計画性は，





を促すことが指J向されている (Shepard& Marshall， 
1999)。また，計画性は 2 キャリア探索や職業への
コミットメントを促進することが示されているため


























































こと (Hardin& Lakin， 2009; 7Jc 1:]， 2004) も検討
すべきであろう。 向枚に 本研究では記述があった
主?となかった者の比較を 1=11心に分析を行ったが，理
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